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第 6 表 　処 理 別 糎 覈 及 び 発 芽 歩 合
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吸 収 に よ る莢 内発芽，呼 吸 作用に 伴 う活力 の 消耗，ま た

病菌 の寄生，抵抗性の 弱化 に よ る もの と考えられ る 。

　それ で，完熟後は直ちに 採禪す べ きで あ る が ，主枝

分枝 に よつ て 莢 の 熟期は
一
様で な い の で 過 熟 の もの も

生ず る ずこめ，こ れ を さ けるに は莢 の 大部分が黄熟 しt
　　　　　　　　　　　　　OP nvvvvx．．ntv．

時収穫 し乾燥す る の が安全で あ る。黄熟種子 な ら発芽

は 完熟と変 らない 。こ の 際 ， 茎葉が繁茂 し乾燥が困難

な こ とが あ る の で，立毛 巾に 乾燥剤 の 使用が便利で あ

り，乾燥剤 の 使用 も成熟前 1週間以内な ら発芽に 支障

は な い 。

　 　 　 　 　 pmLWVXtliS

苧麻新品種 1し らぎぬ 」、 「あ お かぜ 」 に つ い て
＊

1．　 は

吉 岡昌二 郎 。 児玉

高本 　文 男 ・ 宮越

大海 内秀樹 e 岩沢

　　　　　　　　　 （九

し

三郎 ・ 野村　　个 。 松永 　弥七

秀
一 e 穂 村　　豊 ・河辺 　愛宏

正美 ・ 鴛海　文 彦

州 農 業 試 験 場 ）

　苧麻の 新品種 「し らぎぬ 」，

3 月，品種登録 され各県 に 配布 し，

た の で，育成経過 及び特性 を述 べ て 参考に 供す る 。 生

産力 検定 試 験に 御協力 を 得た 愛 媛県農 試，鹿 児 島 県 農

試 鹿 屋分場，宮崎 県農試 都城分場各位 に 厚 く感 謝 の意

が 　　 き

「あお カ〉ぜ 」　幹ま 1958 年

　　 普及 され る に至 つ

第 王 表　　選 抜

を表す る 。

2．　 来 歴

　1937年宮崎県立農事試験場川南分場 の農林省指定苧

麻試 験地 に お い て 嘉義正 種 の 自然交雑種子 を採種 し，

】938年 よ り選 抜 を行 い 19S7 年に 本検定 を終了 し た 。選

抜経過 は次表の 通 りで あ る 。
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　 19S2 年生産力検定予備試験 に お い て 4 系統中よ り多

収 な 2 系統 を選抜 して ，川南 1号，川南 2 号 と仮称 し

　
÷き

昭和34 年 5 月 9 日　第2／回例 会 で 発表

1948 ”・19S2 　　　；　　　195 斗〜1957
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た 。 更に 195斗年 よ り川 南 試験 地 及 び 九 州 農 試作 物箆二

認 （態 本県菊池郡 西合志 村黒石JSミ），愛媛県農 試，鹿

児島県農試 颱 屡 分場，富崎県農 試 都城分場 に於 て地方
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第 2 表　 　特 性 概 要 （川南）
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適否試験 を行い その 優秀性を確認 し，1958 年 に 晶 種登

録 を行つ て，苧麻農林 1 号 「しらぎぬ⊥　苧麻農林 2

号 「あお か ぜ 」 と命名 し た 。

　　　　 3． 特　　性 　　調　　査

　し らぎぬ ，あ お か ぜ は 細茎 青心 種 と大 休類似 した 特

性 を もつ て い るが ， 附帯色 は一
般 に し らぎ ぬ ，あお か

ぜ が 紅 褐 色 を帯 び て い る 。又耐風性も細茎 青心 種 より

梢 々 強 い 。し ら ぎぬ は萌芽数 は 少い が，草 丈が 特 に 高

く，茎 径が太い 。 あお か ぜ は 細茎 青心 種 と類似 し た草

状 で あ る が 茎 数多 く歩留 の 高い の が 特色 で あ る。

　　　　 4． 收 　　量 　　調　　査

　生産力検定試 験 は 前記 5 ヵ 所で 行つ だが ，沿 海平坦

地 の 川 南及び中山聞の 寒冷地黒石原に お け る結果の み

を示 した 。尚，川 南 3 号 は 193S 年細茎 昔心 種の 自然交

雑実生 より育成 し， 「し らぎ劇 　「あ お か ぜ 」 と1司様

の 選抜経遇を経 た品種 で あ るが，品 種登 録 に もれ た優

良 品 種 な の で 併せ て 記 し た 。細茎 青 心種及び 白皮種 は

い ず れ も同地帯 の 代表晶種で あ る。

　　 第 　聖　図 　定植 3 年 日番立慰ij繊維重
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「しらぎぬ 」に 川南，黒石原 ともに 最 も多収 で あ り，

茎 数は 少 い が 草丈が 高 くJ 両地 帯 に 適 す る 品種で あ

る。 「あお か ぜ 」は 川南 で は ee　2 位，黒 石 原 で は 第 3

位 で あ るが，既存品種よ りす ぐれ て い る 。 草丈は 低 い

が茎数が 多 1，繊維歩留 は最 も高い ワ山間地 に お い て

は 「し らぎぬ 」川 南 3 号 よ り劣 る、つ ぎに 器立別の 収

量 を第 i図 に 示 した。

　 「し らぎva」は 1番 立 収量 が 他品 種
．
よ り特に す ぐれ

て い る が ，こ の こ と は 2 番 立 及 び 3 番立 が 往 々 に して

耐風害 を うけ る こ と を 考え れ ば極 め て重要 な こ とで あ

る 。 3 番立収量 は 川南 3 号が す ぐれ，低温時 に おい て

もよ く生育す る こ とを 示 して い る。挿木繁殖 に よらず

一一muの 吸枝繁殖方法 を と る場含に 増殖 の 速度 は 吸枝盪

に よつ て 左右 きれ る 。 「し らぎぬ 」の 吸枝発生量は他

品種よ り少 く3 分の 1程度で あ る 。 したが つ て 普及が

遅れ る 欠点があ る 。

　　　　 5． 摘　　　　　　　　　要

　苧麻新晶種 「しらぎぬ 」 「あおかぜ 」は い ず れ も嘉

義正種 の 自然交雑実生より育成した 品種 で あ るが，概

要は 次 の 通 りで あ る 。

　 「しらぎぬ 」は晩生品種 に 属し，草丈高 く， 茎数少

く繊維歩留 は 高 く，繊維細胞 は 細茎青心種よ り細 く優

美 で あ る 。収量 は 最 も多収 で 特に 1 番立 収量 の 多い の

が特色で あ る 。 九州南部 の 温暖地帯及び申山間地帯 に

最適 の 品種 で あ る。

　 「あ お か ぜ 」は 極晩生品 種 で 茎数の 多い の が特色 で

あ る。繊維歩留は 最 も高 く，繊維 の 晶質 は良好 で 比較

釣温暖地帯 に 適す る優良品種 で あ る 。

苧 魔 の 選 抜 方 法 に 関 す る 研 究
＊

第 2 報 系 統 選 拔 に つ い て

児玉　三 郎 。 野村 个 e 吉 岡昌二 郎

（九 　州 　農 　業 　試 　験 　場 ）

1．　 は　　 し が 　　 き

　 本会報第 13号 に於 て 「個体選抜 に つ い て 」述 べ たよ

うに ，早期 に 選抜す る方法 の 研究 を 進め て い るが ，個

体選抜 の 次の 段 階 で あ る系 統 の選 抜方法に つ い て 結論

を得たの で 報告す る。従来行な われ て い た 系統選抜 の

方法 に つ い て 概要 を述 べ る と，個体選 抜で 選 抜 され た

個 体 は 株 を堀 り上 げて 12 〜 正5cm に 切 つ た 吸 枝 を各個

体3．3m 匹当 り24本宛反復 な しで植付 け て 系統選 抜 試験

を開始 す る。系統選抜試 験 を 3 〜5 年 で 終了 し，選抜

きれ た 系統 は 再び 堀 り上 げて反 復 数 を 3 回 と し，系 統

選 抜 と同様 に 植付けて 生検予備 試 験 を行う 。 生検予備

試 験 を 3 〜 5年 で 終 り生産力本検定に 移る 。 本報告で

は 主 と して 系統選抜試験 と生検予備 試 験 に 於 け る選 抜

方法に つ い て述 べ る 。 なお ， 苧麻 は 栄養繁殖 に よつ て

栽 培 きれ る の で 晶種育成の 場合，米麦 の 如 く世代 を く

りか え して 固定す る必 要は な く，雑 鍾 第 1 代 コD個 体ヵヌ

そ の まま系統となつ て い る。

　　　　 2． 材 料 及 び 方 法

　ω 　供 試 材料

　供試 材料 は 1955年植付け た 系統選抜試験， 162系統

　
−

昭 和 34年 5 月 9 日　 第 21 回 例 会 で 発 表

中欠 株 の な い U7 系統及 び 1957年檀付 け た生検予備 試

験22系統 を用 い た。耕種法は 吸技耕種法に 準 じた 。

　   　調査方法

　調 査 は番立 別 の 収穫期 の 草丈，茎 数，茎 径，生茎

重，繊維重 ，繊維歩留及び生育途中の 草丈，茎数，茎

径 を苧麻調査基準 に 準 じ て 調査 しk が生育初期の 茎 数

は 30cm 以 ヒ，　 T十T期 以後 は 70cm 以 ．hを調査 した 。な

お ； 生茎重，繊維璽は 従来，3．　3m ！

全刈調査を行っ て

い 广こが，周縁効果 をみ る た め に ，中央部 L2m × 1・2m

及 び潤縁に わ けて 調査 したワ

　 〔3） 試験経過 の 概要

　系統選 抜試 験 は 初年 目は省風の 為生育 は み だ れ た が

2 〜3年 目は ほ ぼ 順諞に 生育 した 。台風 は 来襲 した が

ほ とんど刈取直前 で あつ た 為収穫調査に は支障がな か

つ た 。

　生検予備 試 験 の 植付初年目 1番立は 順調 に 生育 し，

8 月上旬 に 収穫 したカゴ 　2番立 の生育中期に 台風を受

け，熟期 に 達 して い な か つ たが ，1頁に 刈 取 り其 の後に

生育 し た もの は 3 番立 と して 11月に 特に 刈取調査を行

つ 言こ。 然 し各番立 と も草丈短 く繊維重の 調査 は行な わ

な か つ 、1こ e 夊初年目の 越冬 期 に 霜害 を受 け，地 下 部が
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